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北病棟チームカンファレンス記録

平成１８年　９月　１５日（金）
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・上半期の評価及び、下半期の業務計画の建て直しを行う時期となりました。自己評価を記載し、９月２２日（金）迄に阿部Ｇ.Ｏ.Ｍまで提出する様、お願いします。記載方法が分からない方は聞いて下さい。中間面接スケジュールとして、９/１５（金）～２２（金）を自己評価期間とし、９/２２（金）～１０/上旬から面接となります。面接の際には能力開発カードを持参し、評価する事となります。

・アルコール依存症治療プログラムの実施を北病棟スタッフも行います。明日のカンファレンスで、当日の業務分担をする事となります。実施につくスタッフは西病棟のカンファレンス記録等より必要な情報収集をしておいてください。

・サマリーと個人票は封筒に入れ、スタッフファイルへはさめてあります。

＜患者様連絡事項＞

・本田　英之様～９月２３日（土）ランチ外出を希望されています。転入後の本人の状況と併せて担当医に確認することとします。また、外出の帰院時間は17：00迄なので、許可になった際には本人・御家族に再確認しましょう。

＜猪股Ｄｒ診察報告＞

・井上　和美様～眼性疲労の為の点眼液がなくなった為、本日、サンコバ点眼液が継続処方となっています。１日３回、毎食後に本人へ手渡し、点眼して頂いて下さい。本人様は自室で書き物を行っている事が多い為、目の疲れがある際は目を休めるように声掛けをしていきましょう。

・沢田　三朗様～現在、服薬自己管理（３日分）を行っていますが支障なく管理出来ています。本日、主治医へ情報提供し一週間分の自己服薬管理の承諾を得ています。今後、忘薬や二重服薬のない様、服薬状況・精神症状の観察をしていきましょう。

＜施設入所検討＞

・伊藤　雄一様～現在、施設入所判定中です。９月８日（金）に下平ＰＳＷと青山荘見学に行かれています。それからは日課に支障なく取り組まれ、施設入所に向けて不安等聞かれていません。見学の帰り道、本人は対人交流に不安がある事を話されていたと、下平ＰＳＷより情報がありました。ＳＳＴ等を活用し対人交流に対する援助をすすめていきましょう。又、入所について、焦りや不安な事はないか、確認・観察し不安の除去と共に入所を含めた生活設定への援助もすすめていきましょう。

・上久保　善郎様～現在、施設入所判定中です。

・島浦　美千男様～前回、御家族お母様が面会に来られた際、お母様が老人保健施設へ入所される事を話されています。近日中に弟様が面会に来られた際に本人へ内容を話されるそうなので、スタッフは周知しておいて下さい。御家族が来院された際には、下平ＰＳＷへ連絡する様、お願いします。

現在、施設入所について、坂本秀男様、上久保善郎様、島浦美千男様、沢田三郎様、井上和美様、船場幸子様、法霊崎恵子様の７名がリストアップされています。青風荘、青山荘だけではなく、その先の事はどうなるのか等、社会復帰のゴールとしても主治医へ情報提供し、今後の治療方針の確認を行っていきましょう。また、担当スタッフは看護検討をもとに分析し、本人・御家族への働き掛けをしていきましょう。

○施設入所に向けての関り方として、意見が出ています。

・患者様のこれからの生活の能力を考慮しながら考える。

・北病棟として、患者様に何が出来るのかを明確にする。

・どの様な患者様が対象なのか。

・地域、自宅に出すのにどういう能力があるのか。

・患者様を社会に出す為に取り組める事は何か。

＜ＳＳＴミーティング＞

○患者様に短期目標を決めて頂いていますが、「笑顔で挨拶する」や、「楽しく会話をする」等、毎回同じ様な目標です。短期目標について、スタッフより意見が出ています。

・スタッフ、患者様がＳＳＴの意味を理解しなければならない。

・どの様な事で、目標を立てたのか聞いてみる。

・ケアプランと連動し、問題点を話し合っていく。

・患者様の問題について、患者様同士で話し合って頂く。

・ＳＳＴでの内容についての患者様の変化をスタッフに情報提供していく。

・ＳＳＴを行った事により、少しでも患者様に対して変化が現れた場合には評価していく。（患者様が僅かでも意識しながら病棟生活を送るようになった場合。）

今後、社会復帰に向けての問題点や困っている事等を、個人個人のケアプランと連動した短期目標を設定し、患者様同士でロールプレイや話し合いをしていきましょう。

































